
よく見ること、よく聞くこと 

 

 運動会がもうすぐです。子ども達は、只々、お家の方に認めてもらいたくて、一生懸命、

努力してきたと思います。といっても、小さい子達は、日々遊びの中で楽しんでやってき

たことですから、あまりそんな意識はないのですが、ＡＢ組になると少し違ってきます。

中にはたくさんのお客さんを前に気持ちがくじけてしまう子もいるかも知れませんが、こ

れも大切な経験です。あたたかく見守って下さいます様お願いします。来年は又、きっと

一回り成長した姿を見せてくれることでしょう。 

 子どものできることは、大人から見れば、何ともたどたどしいことばかりです。靴をは

く、靴下をはく、洋服を着る、歯を磨く、お箸を持ちご飯を食べる・・・どれをとっても

すんなりと美しいものはないように思います。でもいつかはきれいにできるようになる、

と、希望を持って、お家の方もこども園の職員も、日々手を添え、ある時は見守り、励ま

していきます。 

 私達も小さい頃は、こうして見守られ、励まされて、色々なことができるようになって

きたのですから、今度は、そうして教え、導いていく番ですものね。「しつけ」というのは、

未来に希望を持って「しつづける」ことだと、聞いたことがあります。いろいろなことが

便利になって、手間ひまかけずになされる世の中になってきましたが、子育てだけは、絶

対に機械化、省略化できない、最後の仕事だと思います。「鬼アプリ」で手っ取り早く言う

ことを聞かせることができると思っておられる方は、すぐにその手は通用しなくなること

を身を以って、体験されたことでしょう。子育てに「手っ取り早く」はないのだと思いま

す。 

 さて、たどたどしく、いろいろなことをして失敗をたくさんして生きている子ども達と

うまく付き合っていくコツは何でしょうか？どうしたらイライラしないでしょうか？ 

 それは「ちょっとした成長を、努力を、見逃さず認めよう」という意識を大人が持つこ

とではないかと思います。きのうより今日、ほんの少しでもできるようになったこと、が

んばっていたことを認められる、こんな視点を持って、子どもを見つめると、大人も子ど

もも幸せになれるのではないでしょうか？ 

 きのう、ご飯粒がたくさんついていたお茶碗に、今日は、３粒しかついていなかった！

きのう、とめられなかったボタンが、今日は１つとめられた。こんな小さなことをよく見

ていて、「よかったね。見てたよ！」と言える大人になりたいものです。こんなことの繰り

返しで、子どもは見守ってもらっているという安心感を持ち、ますます努力できる子にな

っていくと思います。よく見ること、よく聞くことは、とっても大事でいいことですね！ 

 


